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（概要） 

軽水炉関連に使用される材料は、金属系材料が多いが、一方、核燃料体そのものはウラン酸化物

であり。また、炉内構造物の腐食挙動を測定するセンサーの主要材料はＹ添加ジルコニアである。

このような酸化物材料は、金属系材料に比べて放射線照射に対し敏感であることが知られている

で、本研究さは、核燃料ＵＯ２の模擬物質であるＣｅＯ2,および、Ｙ添加ジルコニアの放射線照

射効果をイオン照射を用いて行う。 
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 （1 行あける） 

１．目的 

原子力発電所での燃料の効率的燃焼や使用済み核燃料の軽減化のため、ウラン濃縮度を増した燃

料を使用するが、初期燃焼率を制御するため、Ｇｄ２Ｏ３やＥｒ２Ｏ３といった中性子吸収断面

積の大きな物質を核燃料に添加して用いる。そこで、本研究では、ＵＯ２と同じ結晶構造を有し、

物理的性質もよく似ているＣｅＯ２にＥｒ２Ｏ３を添加したものを試料として用い、高速核分裂

生成物照射効果を、同じエネルギー領域の重イオン照射を用いて評価することを目的とする。 

 

２．方法 

Er2O3 を添加した CeO2 ペレットを焼結法により作成する。作製した試料をＸ線回折法、放射光分

光法などで結晶構造、局所原子配列を評価する。評価済み試料をタンデム加速器を用いて２００

ＭｅＶのＸｅイオン照射を行う。照射試料を、Ｘ線回折、放射光分光測定（EXAFS）を用いて評

価し、Er2O3 を添加することによってＣｅＯ２に対する照射効果がどのように変化するかを調べ

た。 

 

３．研究成果 

照射後測定の結果、格子定数は、イオン照射量とともに増加し、高照射量では飽和する傾向にあ

る。またＸ線回折ピークの半値幅は、照射とともに拡大する。さらに、これらの照射効果は、Er2O3

の添加量が増加するに対して、より顕著になる。EXAFS 測定による Ce 原子、Ｅｒ原子周辺の原子

配列の乱れも同様な傾向を示す。 

 

４．結論・考察 

本研究結果から、中性子吸収剤として添加したＥｒ２Ｏ３が、照射効果を増加させるという結果が得ら

れた。現時点では、原子配列の乱れという観点からの照射効果の評価であり、また、核燃料ＵＯ２その

ものではなく、模擬物質での結果であるが、実際の Er2O3 添加核燃料においても、このような傾向ウの

有無について検討する必要があると思われる。 
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